
私立高校受験について                            令和４年１月 

 

１．前日までの準備 

 ①体調を整える。普段からマスクの着用、手洗いうがい消毒等を徹底する。食事や睡眠を規則正しく取るようにする。 

  ②頭髪や服装についてきちんとしているか確認しておく。頭髪など整髪しなければならない場合は事前に行っておく。

上履きもきれいにしておく。 

  ③高校への行き方を確認しておく。必ず、自分一人で行けるように電車、道順を調べておくこと。 

 

２．前日の準備 

①試験前日には、必ず担任に受験校名等の連絡をし、注意事項等を聞く。 

休日に試験がある場合や、試験が連続してある場合も、試験前の登校日に必ず連絡すること。 

  ②下校時に上履きを持って帰ること。 

  ③持ち物の確認をする。・・・募集要項や受験票で確認。以下は主なもの(必要ない場合もある) 

 

□受験票 □受験案内（募集要項など） □筆記用具（シャーペン２本くらい、鉛筆が指定されている場合はＨＢ鉛筆５本

ぐらい、消しゴム２個、（三角）定規、コンパス） □時計（注意が必要） □試験の合間に軽く勉強できるもの □弁当

（必要な場合） □水筒 □上履き（入試の前日に持って帰るのを忘れない） □下履きを入れるビニール袋 □交通費（少

し余分に） □生徒手帳（高校の電話番号、住所を書いておく） □ハンカチ □ティッシュ □マスク □雨具 □その

他（防寒着など） 

 

＊不要なものは持っていかないこと 
⁂弁当が必要な場合は、早めに家族に言っておく 

④当日の日程を確認する。 高校の集合時間から逆算して、家を出る時間を決める。 

  友達と約束していく場合は、「何時に」「どこで」をはっきりさせておく。約束の時間に来なかった場合は、先に行く

ことを確認すること。 

※集合時間の２０～３０分前には着くように時間を決める。 

⑤軽くノートや参考書などで確認程度の学習をし、早めに就寝する。 

 

３．当日の動き 

中学校には登校しません。朝、緊急の連絡等がある場合、７：００から学校に先生がいます。 

電話してください。  ０４８－９７５－１００９ 

 

《朝》                                      

① 早めに起きる・・・試験開始時間の３時間以上前には起きるようにしよう。トイレにもしっかりと行っておこう。 

② 朝食は必ず食べよう。 

③ 家を出る前に、もう一度、服装、持ち物の確認をする。 

④ 自転車を使う場合は、交通ルールを守り、事故に気をつける。駅は有料駐輪場を必ず利用する。 

⑤ 集合時間の２０～３０分前に、高校に到着する。 

⑥ 最寄り駅からは、服装、行動に注意する。行き帰りで飲食しない。 

⑦ 志願先高校についたら、掲示されている案内図や諸注意をよく読み、係の先生の指示に従う。 

⑧ 遅刻をした場合は、速やかに受付係の先生等に申し出て指示を受ける。 

 

＊電車・バスなど公共機関に問題が発生した場合（事故や雪など） 

原則、遅れても目的の受験校に到着できるようにしてください。その後、高校の先生に受験番号と名前を言って、その

理由を話せば指示をしてくれます。また、中学校でも遅れることが分かり次第、高校に受験番号と名前を連絡します。 

＊できる限り公共機関を利用してください。自家用車での事故や渋滞などによる遅刻は避けるようにお願いします。特 

に、大雪等の場合、車は渋滞するので、復旧した電車よりも遅くなる場合もあります。 

⑨ 試験場に入室して、受験番号の席で静かに待つ。トイレにも行っておく。 

⑩ 自分の持ち物は指示された場所に置く。特に貴重品には十分注意する。 

⁂防寒のためのコート類は、教室に入ったら脱ぐのがマナーです。 

⁂防寒のための携帯用カイロを持って行くのはよいですが、試験中取り出さないこと。 

⁂防寒用のセーターやベストは、上着からはみ出ないように着ること。 

 

  



《試験中》                                      

① 試験中の行動は、すべて監督の先生の指示に従う。 

② 絶対に不正行為、疑わしい行為はしない。視線、手の動き注意。 

③ 最初に氏名や受験番号を記入してから問題を解く。 

④ 試験は、開始したら全体を見て時間配分を考えながら解く。最後までねばる！早く終わったら見直しをする！！早

めに終わっても寝たりしない！！！ 

 

 《休憩時間や面接を待つ時間》                                      

  ①静かに過ごす。読書や学習をする。友達とおしゃべりしない。 

 《試験後》                                      

  ①監督の先生の指示に従い、忘れ物をしないように注意して帰宅する。 

  ②弁当のゴミは、持ち帰る。 

  ③寄り道をせず、まっすぐ家に帰る。トラブル等がなければ、学校へは連絡不要。翌日報告。 

   

 《全体的な注意》                                      

① 朝起きてから家に着くまでが受験です。しっかりした行動をとりましょう。 

② 他校生とのトラブルは、絶対にさける。 

③ 友達と一緒に同じ高校を受験する場合は特に注意してください。いつものつもりで気が緩んで思わぬ失敗をしてし

まいます。（１人が遅れたため二人とも遅刻、待ち時間に場を考えずに大声でおしゃべり、など）緊張感を持つ！ 

④ 社会のルールやマナーをしっかり守ってください。駅、電車やバスの中等も。 

急な病気等の対応について 

(１)発熱等の体調不良の場合 

 ○速やかに中学校に連絡をしてください。中学校から高校へ欠席の連絡を入れます。場合によっては、別室での受験や受

験日の振り替えを行う学校もあります。 

  

(２)その他の何らかの理由で欠席する場合 

  ○速やかに中学校に連絡をしてください。中学校から高校へ欠席の連絡を入れます。無断で欠席することはないと思い

ますが、高校側でも出席確認をしています。何かあれば、中学校に問い合わせが来てしまいます。他の受験生のこと

も考え、しっかりお願いします。 

  ○受験日当日が休日の場合は、事前の連絡方法について、生徒本人が担任からの指示を聞いておいてください。 

４．発表・手続き 

①郵送やＷＥＢ上での発表の場合は、結果を確認し、担任の先生に報告すること。 

②掲示発表の場合、前日に担任に連絡し、指示を受けること。原則として、受験票を忘れない！ 

③発表を見に行ったあと一度家に帰り、家の人に報告したら登校する。なるべく授業の合間(休み時間中)に学校に着く 

ようにする。 

④登校したら一度職員室に寄り、学年の先生に報告してから指示を受け、その後の授業を受ける。 

⑤諸事情(手続き等)により登校が遅くなる場合や登校できない場合は、必ず学校に電話連絡すること。 

⑥入学試験と同じ態度でのぞむ。 

⑦入学手続き、延納手続きは、速やかに行う。延納手続きにはお金が必要な学校もあります。手続きの方法は、事前に 

募集要項でよく確認しておくこと。手続き締切日をよく確認すること。 


